
ブイホン王 73 ン 


•このにびはダイキンルームエアコンをお買い上げいただき、 

まことにあ0びとラございます。 

• この取扱説明書をよ<お読みのラそ、正しく安全にご使用<ださい。 

ご使用前に r をを上のご注意 J を必ずお読み < ださい 。 iifMaa 
お読みになったをはいつでちご賣になれるよラ、お手元に保管して<ださい。 
• イ呆証書は必ずお買い上げ曰、販売店名などの記入を確かめて、 

大切に保管して < ださい。 



機種名（総称名) 


エー エヌ エヌアールエス 

AN22NRS-W (C) 

AN25NRS-W に） AN40NRP-W (C) 
AN28NRS-W に） AN56NRP-W (C) 
AN36NRS-W (C) AN63NRP-W (C) 
AN40NRS-W AN71NRP-W (C) 
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の出□付近に 
大含な家具を置かない 

• エアコンび室内温度を誤認識し 
:令えない、暖ま5ない原因に 
な0ます。 


エアフイルターは 
いつちキレイに 

• 巧れていると能力び低下し、電気代の 
ムダにな0ます。 

フイルター掃除運転でいつちキレイに 
しましよう。 


温度設定は適切に 

• 適切な温度設定は節電につなび0ます 

广 くおすすめ設定湿度〉 

:令房時…％で〜28で 
暖房時…20で一22で 


長期間使巧しないときは電源オフ 

•エアコンは、運乾しないとさでち電力を 
消費します。 

シーズンオフなど、長期間使用しない 
ときは電源プラグを抜<かブレーカー 
を切って<ださい。 


光速ストリーマで、空気をエアコン内部もキレイに 

• フイルターに捕獲したカビやアレル物質を 
光速ストリーマで強力に分解し、お部屋に 
キレイな空気をお届けします。 

♦エアコン内部にも光速ストリーマを照射し、 
巧部のカビやニオイの原因菌を抑制。 
吹き出す気流を清潔にします。 

測定方式：除菌効ま試験 

プラズマ放電の一種である r ストリーマ放電」は細菌-カビはちちろん、 試験機関：（お）曰本食品分析センター 

有害化学物質•アレル物質なども抑お」する酸化分解力を持ったま性種を生成します。 試験結果： 99.9%除去 


STREflfTlER 


運乾中にストリーマ放電の r シュー J とい5音がしますび異常ではあ0ません。 

また、ご使用環境によ0音びルさ<なった0、音質び変わることがあ0ますび、異常ではありません。 

ストリーマ放電によ0微量のオゾンび発生するため、の出□からニオイびすることびあ0ますび、ごくわずかであり、 
健康に支障はあ D ません。 


0 





















エアコンに運乾をまかせる‘ 
運輯モードを設定ずる… 
風を調節する . 




# # # # 


######################## ###### 



タイマーを使う . 

快眼をサポートずる . 

を房-暖房能力をパワーアップする 

お部屋の空気をキレイにずる . 

電力消費を抑える設定にする…… 

寒い朝に使うと便利な暖房 . 

お部屋やエアコンの化巧を知る•… 
お部屋を快適に保つ . 








<水で脱臭/カビショック/へや干し/けつろ防止> 


黎啜黎啜 


エアコン内部のカビやニオイを抑える. ' 

フィルターを掃除ずる . ，- 

ご購入時の設定を変更する . 

啜雜曝黎啜黎黎黎躁艰潑潑敏啜錢緣黎啜嫁雜黎啜錢爆烫錢啜緣礙殺 



お手入れのしかた . 

タイマーランプが点滅した6 . 

内部クリーン-おそうじランプが点滅した6 


讓藥參奪黎參雜厳參潑镶雜瓣礎鑛潑潑樂雜雖讓潑錢雜^錢酱餘潑翰雜幾蠻鑛鑛雜裝襟鑛樂雜 



保言正とアフターヴービス •••• 

<お客様ごネ目談窓口 /別売品> 

長期使用製品ま全表示制度に 
基づく本体表示について… 

i±m . 

エコ運輯ポイントについて¬ 


よ く ある ご質問 
52 42ぺージ 

が障かな？と 
思った5 

己3 43ぺージ 

54運結ランプが 
已日点滅ずるとき 

50ページ 


ち < じ 


緣够雜爆酱錢维啜酱啜雜嗓够竣藏蠻礙燦藥鄰雜潑藤蠻雜雖燦蠻酱雜竣錢维雜蠻錢緣够殘錢錢鄭 


@ 


上手にご使用いただくために 

ま全上のご注意 . 

各部の名前と働を . 

運お前の準偏 . 


<電池を入れる/時計を合わせる/部屋お状を S き認する> 









































A 


必ずお守 0 
<ださい 




この取扱説明書および商品には、安全にご使用いただ<ために、いろいろな表示をしています。 
內容（表示-図記号）をよ<理解してから本文をお読みにな0、記載事項をお守0<ださい。 

■ r 表ち J をお視して、誤った取巧いをすることによって生じる內客を、なのよろに区分しています。 



0 




お守0いただ<巧容の種類を、「図記号 J で区分して説日月しています。 


お手入れ時は 

0 ■お客様自身で、工具を使った分解掃除や、 
改造、内部の洗をはしない。 

(水漏れや破損、故障、発煙、発义の原因） 

禁止 


ST008 


义淡ゃ晒、^ 
大けがを防ぐために 
彩守な <だまい。^ 


電源プラグやコードは 


おず実旋 


一 

〇 

おず実飽 


I 運乾中に電源プラヴを巧かない。※ 

(感電や放電による义災の原因） 

I 電源コードを持って巧かない。※ 

(断線による発熱や発火の原因） 

I めれた手で電源プラグの抜き差しや 
操作はしない。※ 

(感電の原因） 

■途中で接続した0、延長コードの使巧、 

タコ足爾線をしない。 

(感電や発熱、义がの原因） 

■破債させた0、加工した0、傷んだまま、 
まねたままでの使用はしない。 

(感電や义災の原因） 


I 電源プラグは根元まで確実に差し込む。※ 

(接軸不良による感電や乂災の原因） 

I 定期的に電源プラグのホコリを 
乾いた巧でふま取る。※ 巧'、、、 

(湿気などで絶縁不良とな0、 

発熱や発义、义災の原因） * '' 

※電源プラグの有る機種の場合 


が障時には直ちに使用を中止ずる 

奠常-故障例 

■ 電源コード、プラグび冀常に熱い。 

• 電源プラグび変色している。 

• こば臭いニオイびする。 

• プレーカーび ひんぱんに落ちる。 

参室巧 ユニッ トから水び漏れる。 

(莫萬のまま運乾を続けると巧障や感電、 

発煙、乂災などの原因） 

すぐに運転を停止し、電源プラグをあくか、ブレー 
力一を切ってお質い上げの販売店またはダイキン 
お客様ご相談窓□にご相談ください。化 


I 据付け-あ設-修理時は 

Q B 室かユニットに表示のを煤 
( R 410 A ) む州ホ使用しなぃ。 

(故障や破裂、けがなどの原因）夕乃夕 

禁止 

O B エアコンの据付けや移動、修理、再設置は必ず 
お買い上げの販売店またはき門業者に依療する。 

(感電や乂災などの原因） 

必ず実施 ■ アースや漏電しゃ断器が設置されている 
ことを確認する。 

(感電や乂災などの原因） 

■ 必ずエアコン専巧の電源コンセントを使ろ。 

(他の機器と併用すると、発熱による乂災の原因) 

■をえない、暖ま日ない場をは、を煤漏れが 
原因の一つと考え弓れるので、お買い上げ 
の販売店に相談する。 

を媒追加を伴ラ修理の場合は、を煤漏れびない 
ことをサービス7ンに確認してください。 
鮮媒は安全で、通常は漏れませんび、万一室內 
に漏れ、フアンヒーターやコン□などの火気に 
角ちれると、有害な生成物発生の原因とな0ます） 

■ 可燃性ガスの漏れるおそれのある場所に 
設置されていないか確認する。 

(万ーガスび漏れると、発乂の原因） 

■ ドレンホースが確実に排かするよラに 
配管されているか確認する。 

(不確実な場を、家財などをめ5す原因） 


ご使用時は 

0 B の込□やの出□に指や棒などを入れない。 

(けがの原因） 

■ 長時間を風を体に直接あてない、をやし適ぎない。 

I 禁止 （体調を蘭す原因） 

' 特にお子様や高齢者にはご注意<ださい。 

■ 巧燃性のちの（ヘアスプレーや殺虫剤など） 
は本体の近くで使用しない。 

(感電や引义の原因） 

■ 腐食性ガスや金属製のホコリのある場巧で 
は使用しない。 

S I 义や本体への吸引による発火や発煙の原因） 


を示しています 


「けびや財围こ損喜を受けるおそれび 
ある内容 J をおしています。 


r しなければな5ないこと」を 
表しています。 































































漏覆やけがをおぎ、家群な<! 
巧るためにお巧り < だをい。 


♦ 

A 注意 



室巧ユニットは 


0 


動植物に直接風をあてない。 

(動植物に悪影響を及ぼす原因） 


禁止 


精密機器や食品-美術品のなを、 
動植物の飼育や 
裁巧などに使わない。 

(品質お下などの原因） 



靡 


輪な 


ユニットの下に、他の電気製品や 
家がなどを置かない。 

(水滴び落ちて、巧損やな障の原因） 


O m 燃焼器具と一緒に 
運括するとまは、 
こまめに換気する。 

I 必ず実施（酸素不足による頭痛など 
1 の原因） 






燃焼器具は、風が直接あた6ない 
場所で使用する。 

(不完全燃焼の原因） 


■ 乳か巧の手の届<ところにリモコンを 
置かない。 


(誤操作による体調悪化や電池誤飲の原因） 




長期巧な用しないときは 


〇 


電源プラグを巧 

(ホコ U びたまると、発熱や発乂の原因） 


i . 


必ず実施 


※電源プラグの有る機種の場さ 


お手入れ時は 


か巧ぉ 


0 


禁止 


不安定な台に乗らない。 

(転倒など、けがの原因） 

室内ユニットのアルミ部分に軸弓ない。 

(手を切る原因） 

エアコンをか洗いした0、巧瓶など 
化の入つた容器を載せた0しない。 

(感電や発义の原因） 


〇 


必ず達乾を停止し、電源プラグを抜<か、 
ブレーカーを切る。 

(フアンび高速回転しているため、けがの原因） 


必ず実施 


凶>公か》か>公>がか:》がか:》が>。か>かがか:》が>。か W かが W か W か。。か W かがか>かか W かか>かか W か, 




まかユニットは 


0 


禁止 


ユニットの 

アルミ部分に魄5ない。 

(手を切る原因） 

ユニットの上に乗った0、 
物を載せた0しない。 

(ベランダなどの高い場所に 
設置の場合、転落の原因） 



み 


据付台が破損したまま、 
放置しない。 

(落下につなが0、けがなど 
の原因） 


';r 


〇 


ユニットの周辺に、物を置いた0、 

落ち裏がたまらないよラにする。 

(虫などび侵入し、故障や発乂、発煙の原因） 


お、ず実施 




が材 { がが WWKW が WW が KKWW<<WKKWW<<WKWW<<WKW が WWW がが株保が田 ^ 


ストリーマ放電について 

• 微量のオゾンび発生するため、吹化□からニオイびすること 
びあ0ますび、ご<わずかであ0、健康にま障はあ0ません。 


■ 下図の距離をあけないと、エアコンの能力びほ下した0、 
テレビやラジオに雑音び入るおそれびあ0ます。 

• 設置場所にを格があれば、効率の良い運転のために、でさる 
だけ広い寸法をお取0ください。 



■ 乂災警報器と室內ユニットのの化□は 1.5 m じ[上の拒離を 
あけて < ださい。 


■加湿器などを近くでご使巧になるときはごミ主意<ださい。 
加湿の種類によってはが道水に含まれるカルシウムや7グ 
ネシウムなどの化合物び水と一緒に放化される場をびあ0、 
慕発すると白い粉になります。 

このよラな水分びエアコン内部に入ると巧れの原因になり 
ます。 

■ 調理室など油煙の多いところ、または可燃性ガス-腐食性ガス 
や金属製のホコリのある場所でのご使用は避けてください。 

■ 床面などにワックスを塗布するとさは、運転をしないで<だ 
さい。（エアコン巧部にワックスの成分が付着し、 ？_ K 漏れの 
原因とな0ます。）ワックス塗布後は十分に換気を行ってか5 
運乾して < ださい。 


B 





























ランプ 


お巧5せしている巧容 


タイマ— 


点な タイマー設定中、八ウスキープ運転中 


点滅 ストリーマユニットのお手入れ 


運転 


点灯 運転や 


[ラーコードを確認する 


翌朝暖房 


翌朝暖房設定や_ 

準備暖房運転中、翌朝暖房運転中 
自動内部クリーン「入」でエアコン運乾中 
内部クリーン、フィルター掃除運転中 


iicliBKi 


点滅 ダストボックスのお手入れ 


パワーセレクトび r 入 J のとさは、表示ランプび暗<なります。 


室内ユニッ 


各部の名前と働を 


人感センヴー部が) 


の込 □ 

(上風 


補巧]フラップ- 

让下風向調節羽根) 


電源コード 


^—電源プラグ 


ソフツプ- 

(上下風向調節羽根) 


ルー八一(をち風向調節羽根) 

(の化□巧部） 


吹出 □ 機種を 


※人感センサー部はまわ0と 
若干、色び異な0ます。 
'センサーの 感度向上の ため、、 
I 一部形状を薄< しています 。 j 


巧部クリーン-おそラじランプ(緑を) 


タイマーランプ(偉を) 


タイマ- 

一：; 乎;； 

版测ス"-マおそうし_ 


翌朝暖房巧卽クリ-ン•お巧じ 


運乾/停止ボタン 

•巧すと「快適エコ自動」、風量は 
「自動に運乾します。 

ちラー度巧すと停止します。 

• U モコンがみつか5ないとま 
などにご使用 < ださい。 


運乾ランプ(緑色）— 

♦運乾中に点なします。 


墅朝暖房ランプ唯色、赤色) 


表示ランプー覧 


I リモコンか5の信号を受けた0、リモコンへ 
1己号をゴ〇ます。 

I 信号を受けると、受信音と同時に運転ランプ 
が点滅し、受信を確認でさます。 

パワーセレクト r 入」のときは、運転ランプと 
タイマーランプが点滅します 。 iiskBBji 
• 運転開始…ピッピッ J ] 

•設定変更…ピッ户 
•運乾停止…ピー J 


























前面パネルを開けたとき 


光触煤集塵 • 脱臭フイルター (黒色) 
カビやアレル物質、 

ニオイを吸着します。 

(左ち2力巧 ） iJcbSBjj 


加湿温度*湿度 
センヴー部- 

加湿量を調整するため、 
加湿した空気の温度と 
湿度を検知します。 
(内部） 





タストボックス 

ダストブラシでかきとったホコ IJ を回収します。 


室巧温度*湿度 
センサー部 

室巧の温度と湿度 
を検知します。 

(內部） 





給気フィルター (灰色)-^ S 

室かから取 D 入れた空気中の 
ホコ U を除去します。 i3cti!»fel 

ストリーマユニット- 

スト U —マ放電によって、 

カビやアレル物質を抑制 
します。 化… 

ストリーマフィルター (黒色) 
ストリーマユニットにホコリび 
つ<のを防ぎます。 化 … bBM 




人感センヴー 

人の動さを検巧して人のいる 
ェ U アを認識します。 


エアフイルター (白色) 
ホコリを除去します。_ 
(左ち2力所） 


加湿ユニットの出 □ 

備面） 


加湿ユニットの込 □ 

(前面-背面） 


加湿ユニット 


の込□一 

(側面-背面） 


の出 □ 


ドレン gf か □ - 

暖房-加湿暖房運転時、室がユニットか5 
化た水を排出します。（底面後ち） 




屋か温度センサー部 

屋外の温度を検知します。 

悄面） 

を煤配管、接続電線、 
加湿ホース 

機種名 

ドレンホース 

:令房-除湿-除湿;令房運転時、 
室巧ユニットか5出た水を 
排出します。 


アース 端子 

(巧部） 


B 













各部の名前と働を 



単 3 形アルカ U 

乾電池 （2 本） 


暖房 


翌朝暖房 の-セレクト 


卸タイマー 


壁などに取0付ける場を 


リモコン 


国 

Hfk"yjil セント円 悼誦 f I 

IpMI 


送受信部 


表示部(バックライト付) 


運転状態を表术します。 

個は説明のため全部表示しています。) 
操作ボタンのいずれかを押すと 
バックライトび約5砂間点巧します。 


送受信部を室内ユニットの送ち信 
部に向けて<ださい。カーテンなど 
信号をさえぎるちのびあると作動 
しないことびあ0ます。 

送受信できる距離は約7 m です。 


SkMSkik 


S8m 


表示部の保護シートは、使巧時に 
はびしてください。 


I P 


IK 


mmi 




isl^EIXJ-- 


臟 i エコ自動ボタン 


► 12.13 ぺージ 


室内-屋か温度に広じて、自動で選 
んだ最適な運転モード、設定温度、設 
定湿度、風向設定で運乾を行います。 


しつどボタン 

湿度を調節します。 


r ^- 

しつど 

、@ T ~- 


温度ボタン 


温度を調節します。 


切タイ 7— ボタン "tiflMi 

運転が停止するまでの時間を 
設定します。 


朝の暖房運乾時に温風を 
すばや<化す設定をします。 


運転を停止します。 


ク背面の巧をリモコン 
ホルダーの 凸部に 
引つかける。 


リモコンホルター 


信号が受信される場所を選び、 
付属のネジで取0付ける。 









































































































































